



Extremely Important Problems of the Japanese 
Character on Management Reserch (1) 
Ichibei KUDO and Makoto BITO 
We believe the problems indicated here are extr巴mely'important to management reserch in 
this country. Thus we strongly hope that these problems of the }apanese language will be 
considered in the various future studies. One of the main elements that gives great importance to 
the business management and economy of our nation is the uniqueness of the written language 
The study of the character is one of the most important factors in business management. In this 













































































































































































































































語のRとLの区別ができないとか， er， ar， or， lr， reの
区別ができないなど。
4.文字の特殊性の事務への影響
日本の国字の特殊性について略述したが，このような
特殊性が組織体の事務，ひいては組織体の経営活動に及
ぼす影響は実にはかり知れぬものがある。そしてその影
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響は前述したようにほとんどが悪影響といえるものであ
ることに問題がある。以下，この悪影響について若千ふ
れることとする。
(1) 書記能率の問題
まずもっとも大きな問題は，書記能率とくに文書作成
能率(文字を書く能率〕がいちぢるしく低くなるという
ことである。その理由としてはつぎのようなことがあげ
られる。
ケ) タイプライタが使用できぬこと
欧米の企業事務において，中心的役割をしている機具
としてタイプライタをあげることができ，これが組織体
事務にいかに違大な貢献をしているかは，いまさらいう
までもないことである。このタイプライタが持っている
機能と特質としては，つぎの 4つがある。
速書一一手書より速く書けること
浄書一一活字より美しい印字ができること
複写一一同時に数枚のコッピーが作成
一般性〔普遍性)一一専門技能をとくに必要とせず，
だれでも簡単に習熟できること
ところがわが国では，国字の形数性によってこのタイ
プライ 9を用いることができず，大部分の文書は手書き
によって作成され，複字機によってコピーをつくり，手口
文タイプライタで浄書するという方式をとらざるを得ず，
(和文タイプライタは速書機能と一般性がなく，たんに
複字浄書機ないし印刷原版作成機能を有するのみであっ
て，欧文タイプライタとは全く異質の機械である)ため
に同ーの文書作成に欧米の 3~4 倍の時間を必要とし(こ
のことは， 3~ 4倍の事務員を必要とすると見ることも
できる〕。しかも質の悪い(手書き文字より，あるいは複
字感光紙を用いた〕文書しかっくり得ないということに
なる。
(イ)文書創成能率が低いこと
漢字の多数性により，文書作成者はつねに数千の記憶
の中から適当な文字を選び出すとし、う判断動作をつづけ
なければならないが，これは頭脳に多大の負担を課する
作業であるとともに，作成の時間を要し，漢字を多発さ
せている。〔多くの文筆専門家でさえ必ず自信なく漢字
辞典を座右に置かねばならぬと告白している〕。
(ウ) ディクテーション能率が低いこと
国字の変則性と無音性によって，きき取り書きがきわ
めて困難となり，たとえば電話によるききとりなどはい
ちいち別の表現を用いて補足する必要があり， (例えばカ
ワイのカワは3ボンガワ，イはイドのイなどのように)，
通話時聞が長くなり，書記能率自体も非常に低くなる。
(2) 文書の質の問題
タイプライタ使用が不可能なため，大部分の文書が手
書きによるものとなり，さらに複写機を多用するために
不鮮名な文書が多く，全体に文書の質がいちぢるしく悪
くなるので，それの利用，つまみ読み，判断し，整理し，
保管し，抽出するなどの活動がすべて非能なものとなり，
また誤りも生じやすくなっている勺
(3) 機械化への制約
多くの仕事を機械化しようとする場合，つねに国字の
特殊性がきわめて大きな疎害要因となってきて， どれほ
どわが国の企業に悪影響を与えているかは，はかり知れ
ないものがある。例えば，電力会社，ガス会社等々の料
金徴集業務の機械化を考えるとき，契約者の住所，氏名，
また，諸学校における学生名簿作りにおいてもどのよう
に音読すべきかは全くわからないために全部の契約者に
たいしてフリガナを依頼しなければならないという問題
がある。これは単なる 1列にすぎなし、。
(4) コンビュータ活用への制約
とくにコ γピュタの場合には，この国字の問題が大き
く影響してくる。欧米の場合には，コ γピュタのプリン
タから高速度で打ち出されてくる出力帳票は日常用いて
いる文字によって美しく印書されたものであるから，だ
れにとってもきわめて使いやすい有用な文書である。と
ころがわが国の場合は， 日常用いる文書は漢字かなまじ
りのものであるのにたいしてコンピュタによって作成さ
れる文書は，英数字またはせいぜ、いカタカナと英数字と
いったものであって，まことに利用しにくいものになっ
てしまう。同時に， コンビュタで何かを処理しようとす
るときも，いちいちローマ字とかカタカナに直してから
入力しなければならないし，多くの場合，別のコード(符
号〕に変換してからでなければ入力できないこととなり，
利用価値が激減し，また誤りが多発する結果になる。最
近大いに喧伝されているタイムシェアリング・システム
(Time Sharing System，多数者が1台の大形コンピュ
タを遠隔場所から電信線を経由して随時利用する方式。
同時に数人が遠隔場所から利用することが原則であり，
コンピュタの迅速な処理速度と人間の認識との差を巧み
に利用したもの。 TSS方式という〕においても，欧米の
場合には利用者がそれぞれターミナノレ・タイプライタ(端
末タイプライタ〉を自ら操作してコンビュータに処理さ
せたいデータなどを送り込み，処理結果は直ちにタイプ
ライタで印刷されるとL、う方式をとるがわが国の場合は各
人がタイプライタを操作し， 日常とは全く異なるローマ
字ないしはカタカナ(現在ではまだ不馴れなカタカナ
(カタカナ時代の急速な到来を切に願うものである〉で
入力し，結果もそれらによって打ち出されることとなっ
て，利用価値が著しく低くなることは明らかである。こ
れらのことはすべて，わが国の国字に帰因する問題であ
経営管理の研究における文字研究の重要性について(1) 129 
る。
以上，国字の特殊性が組織体の経営活動に与える影響
について，その一端を述べたが，問題の大きさが理解さ
れるものと思う。因みに，漢字まじりコンピュタが最近
現れたようであるが，まことに，姑息な手段で，すこしも
根本的解決策では決してない。なにか寅らんかなの思惑
が感ぜ、られる。
5固結 論
組織体の諸機能とその管理が，事務としづ手段にもと
ずいて主として運営されるということ?したがって，経
営の研究においての事務の研究の重要性が再認識される
べきこと，しかも近時，情報概念の普遍化にともなって，
事務概念とそれとの関係が不明確なままで，事務概念が
一般の関心から急速にはずされつつあり，事務の研究が
等関視されつつあること，そして，事務の内容は主とし
て記号としての文字をとりあっかうことからなり立って
おり， したがって事務の研究には文字の問題がきわめて
重要であること，それらの諸点から，結局，実践的な経
営の研究においては，文字の研究というものがきわめて
重要な意味をもつことである。なお，現実にこの研究を
遂行するためには，言語学，情報理論，意味論，その他
各種の専門分野の知識必要とするし一方P コンビュー
タならびに関連機器の発展によってどの程度文字の問題
が克服できるかの問題がある。経営の問題として， この
文字としづ要因の及ぼす影響(たとえば，直間比一組織
体における直接人員対間接人員比 の問題，間接部門問
題，あるいは付加価値の問題などをとりあげる場合， と
くに対外比較の場合〕を無視することはけっしてできな
いと信ずる。ひきつつき各方面から深く研究し，続報い
たしたいと念じている.
なお，漢字，ひらがな， アノレフアベット， カタカナ，
について，以上述べた観点から，人間工学的にアプロ一
千 L，解明すへく 54年4月より実証的研究を始めている。
(受理昭和55年 1月16日)
